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第１章 評価の方法等 

１ 評価の目的 

  「国の研究開発評価に関する大綱的指針」、「国土交通省研究開発評価指針」等に基づき、

公正かつ透明性のある研究評価を行い、評価結果を研究活動、研究体制の整備・運営等に的確

に反映することを目的とする。 

 

 

２ 評価の対象 

今回の研究評価委員会の評価は、「研究課題の設定・実施」、「研究成果の施策への反映等」

及び「国総研の取り組み実績」を対象とした。 

 
 
３ 評価の方法 

国土技術政策総合研究所が進めてきた研究活動の概要について、平成 27 年度の活動を中心

に説明すると共に、平成 28 年度以降の取り組みについて、委員長及び各委員から意見及び評

価を受けた。 

 
 
４ 評価委員会の体制 

評価委員会は、国土技術政策総合研究所研究評価委員会設置規則に基づき、以下の構成と 

なっている。 

 

委員長 石田 東生 筑波大学教授 

委員  岩永 克也 （一社）日本建設業連合会 土木工事技術委員会 土木技術開発部会 

部会長、西松建設（株）執行役員 土木事業本部 副本部長 兼    

技術研究所長 

委員  大村 謙二郎  筑波大学名誉教授、GK 大村都市計画研究室 代表 

委員  小池 俊雄 東京大学教授、国立研究開発法人 土木研究所           

水災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM）センター長 

委員  崎田 裕子   SAKITA Office、ジャーナリスト・環境カウンセラー 

委員  西村 達志   （一社）住宅生産団体連合会 建築規制合理化委員会委員長、   

大和ハウス工業（株）代表取締役 専務執行役員 技術本部長 

委員  羽生 冬佳   立教大学教授 

委員  兵藤 哲朗   東京海洋大学教授 

委員  古米 弘明 東京大学教授 

（平成 28 年 7 月現在、委員は五十音順敬称略） 

 
平成 28 年 7 月 7日に開催された評価委員会の出席者は、石田委員長と岩永、大村、小池、

西村、兵藤の各委員であった。 
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５ 評価結果の公表 

評価結果は、報告書として公表することとした。 

なお、議事録については、国総研ホームページにおいて、発言者名を、「委員長」、「委員」、

「事務局」等と表記して公表することとした。 




